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公募研究：2000～2001年度

ヒト及び霊長類の細胞・ゲノムレポジトリーの確立

●石田貴文　　　　

東京大学大学院理学系研究科

〈研究の目的と進め方〉
本研究計画では、まず細胞株化法の改良と実際の株化

によるアジアにおけるヒト遺伝子研究資材の確立を目指
し、さらに、ヒト進化を視座に置き霊長類ゲノムリソー
スの確立を目標とする。そこで、一般に汎用されている
ＥＢウイルスを用いた細胞株化と同時に、汎用型細胞株
化法の開発をおこなう。細胞とDNAをバンク化し、生命
科学諸分野で活用できる人類共通の財産を目指す。

〈研究開始時の研究計画〉
（１）種を越えた汎用性、低コスト化を含めた細胞株化技
術の改良

（２）アジア・オセアニアの集団に焦点を当てた細胞の保
存・株化・性状解析

（３）類人猿から原猿にいたる各種霊長類の細胞株の樹立
と性状解析

（４）樹立された細胞株よりDNAを抽出し「バンク化」
を図るとともに、DNAプレートの試作

（５）保存された株化細胞・ＤＮＡの保存・供給体制の確
立

〈研究期間の成果〉
遺伝子試料の収集と細胞株の樹立については、本年度

は倫理指針の関係からヒトに関しては新たな試料収集は
おこなわず、現在1,900株ある樹立細胞の整備をおこなっ
た。霊長類に関しては、樹立細胞株は、類人猿から原猿
に至る30種、200株になった。

汎用株化法の確立については、EBウイルス法のマニュ
アルを作成し、使い勝手のモニタリングと、汎用細胞株
化法の研修をおこなった。現在、ウェブサイトで３カ国
語（和・英・華）で公開すべく準備を進めている。

低コスト化の視点から細胞株化技術の改良については、
１検体あたり200ドルかかっていたところを７５ドル近く
までコストダウンできた。

使用可能となった試料を用いた研究で、エイズ発症・
進行に関連すると言われるSDF１－３'A対立遺伝子のア
ジア・メラネシアにおける分布の人類学的・分子生物学
的背景(5, 15, 21),メラニン合成関連AIM遺伝子多型と３大
人種の関係(22),mc1rの多型分布と皮膚色・淘汰説の関係
(3, 4)、耳垢遺伝子の分布(1)、を明らかにした。また、
霊長類の試料を用い、いくつかのヒトの遺伝的多型の起
源を明らかにするとともに(24, 26)、ダイナミックなゲノ
ムの変化を見いだした(2)。9研究機関に試料を提供し共
同研究が進められた(7, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 16, 20, 23, 27)。

〈国内外での成果の位置づけ〉
2001年から、中国・台湾・韓国・シンガポールでヒト

ゲノム研究に巨額の投資がおこなわている。各国の計画
の中にもセルバンク構想があり、中国・シンガポールで
は幅広く進められている。シンガポールでは我々の株化
法を踏襲しよい成績を上げているように、我々の技術は
他を圧倒している。これまでに樹立されたものも合わせ

現在、1,900細胞株を得、今後のヒトゲノム多様性研究資
材として有用となった。また、霊長類のセルバンクに関
しては、限られた種の細胞を保有している研究機関は内
外に多いが、29種から200を越えるものは例を見ず、その
需要は増している。これら霊長類のリソースを用い、霊
長類ゲノム進化におけるAlu配列の重要性を指摘し、
Genome Research誌において高く評価された(2)。

〈達成できなかったこと、予想外の困難、その理由〉
（１）アジアの政情不安により、当初計画していた調査を
見送ったものがあった。

（２）新たな倫理指針に沿うべく試料収集を控えることと
なった。国際共同研究に対応した倫理指針の制定がのぞ
まれる。

（３）Ｂ及びＴリンパ球同時株化法については、ドナー細
胞を作製したが、酵素欠損クローンの選択がうまくいか
ず、実用まで至らなかった。

〈今後の課題〉
（１）倫理指針に対応した集団調査・国際共同研究体制の
再建

（２）ヒトに焦点を当てた進化研究のための霊長類ゲノム
レポジトリーの整備

（３）眠っている試料を活用してもらうための情報発信
（４）国内外の研究者への技術移転の面からのサポート
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